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メンバー紹介	
氏名	 所属	 担当 

横田 嶺 
(プロジェクトリーダー)	

3年 Ｉ科 ・センサーネットワーク　　センサー開発 
・放送システム 

鈴木 博貴 
(放送システム班　リーダー) 

3年 Ｊ科	 ・センサーネットワーク　ソフトウェア開発 
・放送システム　　仕様書作成 

谷 大輝	 3年 Ｉ科	 ・放送システム　テロッパー作成 
・学生センサー　資料作成	

丸田 陽介	 4年	 ・センサーネットワーク 
・学生センサー	

吉田 憲市 4年	 ・センサーネットワーク 
・学生センサー	



氏名	 所属	 担当	

森 優輝 
(センサーネットワーク班　

リーダー) 

2年 Ｊ科	 ・センサーネットワーク　実験総括 
・放送システム　　サンプルプログラムの　 
　テスト	

川嶋 卓也 
(学生センサー班　リーダー)	

2年 Ｊ科	 ・放送システム　サンプルプログラム開発 
・学生センサー　要求仕様の作成 

阿部 和敬 2年 Ｉ科	 ・センサーネットワーク　音声解析プログラ
ムの製作 
・放送システム　　スイッチャー制御のプロ
グラム開発	

中西 建登	 2年 Ｊ科	 ・タスク管理システムの管理 
・放送システム　 
・学生センサー　	

樋口 孔明	 2年 Ｓ科	 ・センサーネットワーク 
・放送システム 

続池 一樹	 2年 Ｉ科 ・センサーネットワーク　　実験準備 
・学生センサー　　会議参加	

峯水 延浩	 指導教員	



ワンセグ技術を使って�
地域独⾃自の映像やデータをエリアを限定して�

配信するサービス�

・生放送 
・イベント情報 

etc…	

受信できな
い	

受信できない	

エリアワンセグとは	



放送形態の比較	

地域限定放送	 屋外視聴	 映像	 受信端末	 画質・音質	

エリアワンセグ ○	 ○	 ○	 携帯電話	 低	

地デジワンセグ	 ×	 ○	 ○	 携帯電話	 低	

地デジフルセグ	 ×	 ○	 ○	
カーナビ 

一部携帯電話	
高	

地デジ 
テレビ受信	

×	 ×	 ○	 テレビ	 高	

ケーブルテレビ	 ○	 ×	 ○	 テレビ	 高	

コミュニティFM	 ○	 ○	 ×	
携帯電話 

ラジオ	
高	

AM放送	 ×	 ○	 ×	 ラジオ	 低	

高　　　重要度　　　低	



エリアワンセグの課題（1）	

エリアワンセグ現状の課題	

放送番組の不足	

認知度の低さ	

視聴の難しさ	

昨年の取り組み	

自動番組運行システムを開発し，	

インターネット上の情報取得と配信	

旗やポスターの作成	

味の素スタジアムでの広報活動	

視聴用アプリの開発	

•    様々な要因の不不⾜足(⼈人、技術、時間、予算)�
•    継続的な番組供給がEDプロジェクトの中では難しい�
�



⾃自動番組運⾏行行システム(Alice)�

・電⾞車車の運⾏行行情報�
・調布近辺の前情報�
・電通⼤大公式Twitterの投稿�
を⾃自動的に取得、�
作画し放送する。�

• エリア放送においてより
価値ある独⾃自の情報の取
得⽅方法がない�

•  インターネット上の情報
を扱っているのみ�

• 常に放送の監視を⾏行行うこ
とのできる⼈人はいない�

情報の収集方法と自動放送に着目!	

エリアワンセグの課題（2）	



自動コンテンツ制作と放送	

エリアワンセグ 

放送システム 

センサーネットワーク	 学生センサー 

情報の取得と整形 
テロッパーによる表示 
スイッチャーの制御 

物理センサー(温度計やカメラ)等を 
用いて、ユニークな情報の提供 

学生一人ひとりが情報を投稿して 
地域密着速報情報の提供	

情報の配信	

新たな情報源	



なぜセンサーか？	

  

番組が古くなってきている・・・ 
 人の手が無くても新しい情報を放送したい・・・	

• 用途に応じてセンサーを配置すれば 
今の状況を自動で収集できる	

• 定期的に知りたい値を収集できる	

• 何らかの災害発生時にいち早く発見できる可能性も 
（例：広島の土石流センサー）	

25.5℃	

26.7℃	

24.9℃	

23.7℃	

47.9℃	

!?	



センサーネットワーク	
•  多数のセンサーノードで構成される 

無線ネットワーク	

•  複数点で同時に測定 
広い範囲で測定できる	

３５℃	

２８℃	
２４℃	

２５℃	

２８℃	

ZigBee（機械同士の通信方式）のマルチホップ技術に着目 
•  サーバとノードが直接通信できなくても 

中継ノードを経由して通信することができる 

より遠い地点でも設置することが可能	

配線不要	

マルチ
ホップ	



センサーで何を取得するか？	

混雑状況の取得	

•  音センサーを利用 
・音には大量の情報が詰まっ
ている 
(足音、話し声、車両、食器
etc)	

•  音源の周波数解析	

•  混雑度を５段階評価	
横軸   時間	

縦
軸 
 
周
波
数	

話し声は広範囲の 
周波数帯にまたがる。 

一定間隔の縞も見られる 

足音は比較的 
低い周波数帯	

設置するセンサーについて検討	

・昼休み、お店の混雑具合を
把握してから行動したい・・・	

•  雨の降り始めを検知する降雨センサー 
•  花粉センサー 
などなど様々な案が出ました。	

冠水の検知	

・大雨災害による被害を減ら
したい…	



センサーネットワーク 通信距離の測定	
通信可能な距離の測定実験 
2014/09/16	

屋外（学内メインストリート）	 屋内(東３号館７階廊下・約４０ｍ)	

　　 
正門からサークル棟(約３００ｍ) 

以上の距離で通信可能 
（中継器なし）	

　中継器を適切に 
　配置することで安定	

•  使用機材 
•  PC＋Xbee Pro（親機） 
•  Xbee ２台（中継機、子機）	

親機	

中継機	 子機	

縦軸（左）： 
受信強度／dBm	

緑グラフ：親機 
赤グラフ：子機	

通信成功率 
約８５％	

通信成功率 
約９５％	

横軸：時刻	

縦軸（右）：通信成功率	



学生センサーとは	

SNS等を利用した 
　　　　　情報取得・発信が注目！ 
例)長野県佐久市 
　　　大雪災害を市長がTwitterで収集・発信し、 
　　　いち早く対応し、被害収束に尽力 

欠点　◯情報内容と信憑性が曖昧 
　　　　◯SNSを使える人のみに限られる 

ICTの利用が得意な学生が情報源として情報を収集し、 
コンテンツとしてエリアワンセグで放送！	

日常時利用に限らず、災害時利用にも力を入れる	

引用：BIGLOBEニュース(201４/2/19) 



学生センサーとは	

・投稿者　・時間 
・位置　　 ・カテゴリ 
・タイトル  ・本文 

通常時 
　◯危険箇所 
　◯地域密着型情報 

災害時 
　◯避難経路の提案 
　◯通行止めの情報 
　◯突発的な災害の共有 

投稿情報 収集する情報 

放送システムが 
情報取得・整形 
ワンセグ放送へ 

学生センサー内の 
地図にマッピング 

投稿者(学生)	
投稿	

データサーバ	



L字テロップ 
作画装置	

スイッチャー 
制御サーバ	

学生センサー 
サーバ	

センサーネットワーク 
サーバ	

センシングした 
情報	

学生からの 
投稿を集約 

放送システム - システム概要 -	

スイッチャー 

L字テロップを 
映像として出力	

https://www.blackmagicdesign.com/jp/products/ultrastudiousb3/installation	

連携サーバからの情報の取得と 
L字テロップ映像の重ね合わせを命令	

L字テロップの作画	

L字テロップの 
映像を放送中の 

映像に重ね合わせる 



今後の展開	
10月	 11月	 12月	 1月 2月	 3月	

三鷹市防災訓練 
での実証実験	

最終発表	

開発	

センサー 
ネットワーク	

学生 
センサー	

放送 
システム	

フィード
バック	

調
整	

・ネットワークの調整 
・センサー読み取り、解析	

・基本・詳細設計書の作成 
・実装	

スイッチャ・テロッパ制御用 
プログラムの実装	

学内展開	

・開発物の連携確認 
・災害時利用の有効性

の確認	


